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はじめに

最近の報告3)では，日本におけるこの10年間の水難

事故による死者数は，毎年1200名以上も発生し，その

約65％が通常の着衣を着た状態での事故であるといわ

れている。特に，わが国の地理的環境からすると，こ

うした水難事故は，今後も比較的多く発生しやすいと

いえよう。こうした背景から，本研究では着衣泳およ

び非着衣泳時の体温応答について比較検討した。

: 65. 2 (3. 9), %Fat : 13. 8 (2. 7), Vo2max (mVmin/kg) 

: 40. 5 (6. 9)であった。なお，被験者には，実験に先

立ち，その内容を充分に説明し，被験者としての同意

を得た。

方法

1.対象

被験者は，健常な男子大学生6名を対象とした。被

験者の身体的特性の平均（土標準偏差）は，年齢（歳）

: 21. 1 (2. 1)，身長 (cm): 170. 8 (4. 9)，体重 (kg)

2.実験の手順

着衣の条件は， トレーナーシャツ（長袖）， トレー

ニングズボンおよびトレーニングシューズを着用（着

衣泳）および競泳用水着だをけ着用（水着泳）の 2試

行とした。水泳の条件は，回流水槽を用いて，水温21

℃下で平泳ぎ泳法による30分間とした。運動強度は，

回流水槽で実施した最大運動負荷テストから算出した

v。2maxの50％に相当する流速度に設定した。
3.測定項目

測定項目は，直腸温，胸部・上腕部・大腿部の皮膚

温とした。平均皮膚温 (Tsk)は， Robertsら4)の3点
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法から算出した。また，平均体温(Tb)は， Wilmore

とCostil16)の方法から算出した。

結果と考察

1.直腸温

直腸温の変動は，図 1で示すとおり，着衣泳では水

泳開始直後から10数分間は経時的に漸増（約1.08℃) 

し，その後は定常状態を維持した。水着泳では水泳開

始直後にやや上昇し，その後は経時的に僅かに低下傾

向を示したが，両試行間に有意差は認められなかった。

着衣および水着での水泳開始直後の直腸温は，一時

的にやや上昇した。この現象は，著者らが先に報告し

た結果5)と一致しており，その原因は低水温の影響に
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Fig.1. Comparison of rectal temperature (Tre) during 
clothed and unclothed swimming at 21゚C
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Fig.3. Comparison of arm skin temperature (Tarm) during 
clothed and unclothed swimming at 21゚C

よって，特に四肢の末梢部の皮膚血管が収縮し，一時

的に身体中心部の血流量が増大するためと推測され

る。水着泳での直腸温が水泳開始数分後から経時的に

低下傾向を示すのに対して，着衣泳では，水着泳時よ

り高い傾向を示したのは，着衣泳による負荷強度の増

大が考えられる。

2.皮膚温

胸部（図 2)および上腕部（図 3) の皮膚温は，着

衣泳および水着泳とも水泳開始直後から数分間は一過

性に低下し，その後は定常状態を示したが，両試行間

に有意差はみられなかった。大腿部皮膚温（図4)は，

着衣泳および水着泳とも水泳開始直後から数分間は一

過性に低下し，その後はほぼ定常状態を示し，着衣泳
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Fig.2. Comparison of chest skin temperature (Tchest) 
-during Clothed and unclothed swimming at 21゚C
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Fig.4. Comparison of thigh skin temperature (Tthigh) 
during clothed and unclothed swimming at 21゚C
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Fig.5. Comparison of mean skin temperature（祁k)during 
clothed and unclothed swimming at 21゚C

では水着泳より約1.69℃と有意に高かった。 3部位か

ら算出した平均皮膚温（図 5)は，着衣泳および水着

泳とも水泳開始直後から数分間は一過性に低下し，そ

の後は定常状態を示したが，両試行間に有意差はみら

れなかった。

胸部および上腕部の皮膚温は，着衣泳および水着泳

ともにほぼ同様の変動を示したのに対して，大腿部皮

膚温は，着衣泳では水着泳より有意に高かった。一般

的に，低水温下では着衣に関係なく皮膚温は低下する

と考えられるが，本研究での着衣泳時の大腿部皮膚温

が水着泳時より高値を示したのは，着衣・シューズの

着用が特に平泳ぎ泳法による脚筋力の活動量増大に起

因していると思われる。

3.平均体温

平均体温（図6)は，着衣泳および水着泳とも水泳

開始直後から数分間は，平均皮膚温を反映して一過性

に低下し，その後は定常状態を示した。着衣泳では水

着泳よりやや高い傾向を示したが，両試行間に有意差

はみられなかった。

Craigらl)は，平均体温が35.2-35.4℃以下に低下す

るとシバリング (shivering)がおこると報告している。

本研究でも水泳開始数分後からシバリングを誘発する

ことが観察された。低水温下での長時間水泳時の平均

体温は，下肢を中心とした静脈血の影響を受けて低下

することが報告1)2)されている。本研究では，両試行

間に有意差はみられなかったが，水着泳時に比べて着

衣泳時での平均体温の低下度がより小さい傾向を示し

た。
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Fig.6. Comparison of mean skin temperature（祁）
during Clothed and unclothed swimming at 21゚C

まとめ

本研究は，着衣泳および非着衣泳時の体温応答につ

いて比較検討するために，男子大学生を対象とし，回

流水槽を用いて，水温21℃下でVo2maxの50%に相当

する強度の平泳ぎ泳法による水泳を30分間負荷した。

その結果を要約すると次のとおりである。

1. 直腸温の変動は，着衣泳では水着泳に比較して，

その低下度が小さい傾向を示したが，両試行間に有

意差は認められなかった。

2.大腿部皮膚温は，着衣泳では水着泳より約1.69℃ 

と有意に高かった。 3部位から算出した平均皮膚温

は，着衣泳および水着泳とも水泳開始直後から数分

間は一過性に低下し，その後は定常状態を示したが，

両試行間に有意差はみられなかった。

3.平均体温は，着衣泳および水着泳とも水泳開始直

後から数分間は，平均皮膚温を反映して一過性に低

下し，その後は定常状態を示した。着衣泳では水着

泳よりやや高傾向を示したが，両試行間に有意差は

みられなかった。

以上の結果から，低水温下での着衣泳は，体温低下

を抑制する積極的な手段とは考えられず，むしろ身体

的負担が大きいと思われる。したがって，着衣での水

難事故を想定した場合，状況によっては泳がないほう

が望ましいことが示唆された。
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